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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系の光路内に対して進退自
在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラであって、
　前記撮像光学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子と、
　前記生成された画像データに基づく画像を表示する表示手段と、
　前記生成された画像データに基づく画像をリアルタイムで動画像として前記表示手段に
表示するよう制御するライブビューモードと、前記可動ミラーが被写体像を前記光学式ビ
ューファインダへと導くよう制御するビューファインダモードとを有する制御手段と、
　画像のアスペクト比について指示を受け付けるアスペクト比受付手段と、
　前記ライブビューモード時には、前記アスペクト比受付手段で受け付けたアスペクト比
になるように、前記撮像素子で生成された画像データに所定の処理を施し、その画像デー
タを記録媒体に記録する一方、前記ビューファインダモード時には、前記光学式ビューフ
ァインダのアスペクト比になるように、前記撮像素子で生成された画像データに所定の処
理を施し、その画像データを記録媒体に記録する記録手段と、
を備えるデジタルカメラ。
【請求項２】
　前記アスペクト比受付手段は、
　　ビューファインダモード時には、画像のアスペクト比についての指示を受け付けない
、請求項１に記載のデジタルカメラ。
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【請求項３】
　前記記録手段は、
　　ライブビューモードからビューファインダモードに移行したとき、前記アスペクト比
受付手段で受け付けたアスペクト比の画像データを記録可能な状態から前記光学式ビュー
ファインダのアスペクト比の画像データを記録可能な状態へと切り替わる、請求項１に記
載のデジタルカメラ。
【請求項４】
　前記記録手段は、
　　ビューファインダモードからライブビューモードに移行したとき、前記光学式ビュー
ファインダのアスペクト比の画像データを記録可能な状態からライブビューモードからビ
ューファインダモードに移行する前に前記アスペクト比受付手段で受け付けたアスペクト
比の画像データを記録可能な状態へと切り替わる、請求項３に記載のデジタルカメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルカメラに関する。特に、可動ミラーを含むとともに被写体像を電子
ビューファインダで観察できるデジタルカメラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル一眼レフカメラは、電子ビューファインダと光学式ビューファインダとを備え
るため、撮像光学系により形成された被写体像を可動ミラーで切り替えて、光学式ビュー
ファインダで観察可能である。そのため、記録画像における被写体像と光学式ビューファ
インダに表示される被写体像との間でずれが発生せず、撮像操作を良好に行うことができ
る。
【０００３】
　ライブビューモードを備えるデジタル一眼レフカメラは、例えば、特許文献１に開示さ
れている。
【０００４】
　一方、撮像素子からの画像データの切り出し範囲を変えることによって、画像のアスペ
クト比を変える技術も実用化されている。この技術によれば、１つの撮像装置で、アスペ
クト比の異なる画像データを記録することができる。
【特許文献１】特開２００１－２７２５９３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、光学式ビューファインダを使って構図を決めるモードにおいても、光学
式ビューファインダのアスペクト比と異なるアスペクト比の画像データを記録可能とする
と、構図を決めたときの画像と記録された画像とが異なることになり、使用者の意図と異
なる画像データが記録されてしまうことになる。
【０００６】
　これを防ぐために、光学式ビューファインダのアスペクト比を記録画像のアスペクト比
に応じて変えることも考えられるが、それを実現するためには光学式ビューファインダの
視野を制限するための機構を余分に設ける必要がある。
【０００７】
　本発明の目的は、可動ミラーを含むとともに被写体像を電子ビューファインダでライブ
ビュー表示できるデジタルカメラにおいて、簡単な機構を用いて、使用者の意図にあった
構図で画像を記録可能であって、かつ、複数のアスペクト比の中から使用者が希望するア
スペクト比で画像を記録可能なデジタルカメラを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　本発明にかかるデジタルカメラは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために
撮像光学系の光路内に対して進退自在に配設される可動ミラーを有するデジタルカメラで
あって、前記撮像光学系で形成された被写体像を撮像して画像データを生成する撮像素子
と、前記生成された画像データに基づく画像を表示する表示手段と、前記生成された画像
データに基づく画像をリアルタイムで動画像として前記表示手段に表示するよう制御する
ライブビューモードと前記可動ミラーが被写体像を前記光学式ビューファインダへと導く
よう制御するビューファインダモードとを有する制御手段と、画像のアスペクト比につい
て指示を受け付けるアスペクト比受付手段と、ライブビューモード時には、前記アスペク
ト比受付手段で受け付けたアスペクト比になるように、前記撮像素子で生成された画像デ
ータに所定の処理を施し、その画像データを記録媒体に記録する一方、ビューファインダ
モード時には、前記光学式ビューファインダのアスペクト比になるように、前記撮像素子
で生成された画像データに所定の処理を施し、その画像データを記録媒体に記録する記録
手段と、を備える。
【０００９】
　これにより、ライブビューモード時には、複数のアスペクト比の中から使用者が希望す
るアスペクト比で画像を記録可能である。これは、画像処理技術を用いて記録用画像のア
スペクト比を変更しているため、特別な機構を要することなく実現できる。一方、ビュー
ファインダモード時には、光学式ビューファインダのアスペクト比の画像のみを記録する
ようにしたため、光学式ビューファインダに表示される画像のアスペクト比と記録用の画
像のアスペクト比とを容易に一致させることができる。このため、簡単な機構を用いて、
使用者の意図にあった構図で画像を記録可能である。
【００１０】
　したがって、本実施の形態によれば、簡単な機構を用いて、使用者の意図にあった構図
で画像を記録可能であって、かつ、複数のアスペクト比の中から使用者が希望するアスペ
クト比で画像を記録可能なデジタルカメラを提供できる。
【００１１】
　この場合、アスペクト比受付手段は、ビューファインダモード時には、画像のアスペク
ト比についての指示を受け付けないようにしてもよい。これにより、ビューファインダモ
ード時にアスペクト比を変更できないことを使用者に容易に認識させることができる。ま
た、ビューファインダモード時に、ライブビューモード時におけるアスペクト比の設定値
を変更することがないので、ライブビューモードに戻った際に前回の設定で画像データを
記録することができる。
【００１２】
　また、記録手段は、ライブビューモードからビューファインダモードに移行したとき、
前記アスペクト比受付手段で受け付けたアスペクト比の画像データを記録可能な状態から
前記光学式ビューファインダのアスペクト比の画像データを記録可能な状態へと切り替わ
るようにしてもよい。これにより、使用者が意識しないでも、表示用画像と記録用画像の
アスペクト比を自動的に一致させることができる。
【００１３】
　また、記録手段は、ビューファインダモードからライブビューモードに移行したとき、
前記光学式ビューファインダのアスペクト比の画像データを記録可能な状態からライブビ
ューモードからビューファインダモードに移行する前に前記アスペクト比受付手段で受け
付けたアスペクト比の画像データを記録可能な状態へと切り替わるようにしてもよい。こ
れにより、ビューファインダモードからライブビューモードに復帰した場合に、ライブビ
ューモードで設定したアスペクト比を維持できるので、使用者が意図しないアスペクト比
に勝手に切り替わっているということを防ぐことができる。
【発明の効果】
【００１４】
　上記の本発明によれば、簡単な機構を用いて、使用者の意図にあった構図で画像を記録
可能であって、かつ、複数のアスペクト比の中から使用者が希望するアスペクト比で画像
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を記録可能なデジタルカメラを提供できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　（実施の形態）
　　〔１．デジタルカメラの構成〕
　以下、図１～図６を参照して、本発明の実施の形態１にかかるカメラ１０の構成を説明
する。
【００１６】
　　〔１－１．全体構成の概要〕
　図１は、カメラ１０の概要を説明するための模式図である。カメラ１０は、カメラボデ
ィ１００とそれに着脱可能な交換レンズ２００とから構成される。
【００１７】
　カメラボディ１００は、交換レンズ２００に含まれる光学系により集光された被写体像
を撮像して、画像データとして記録する。カメラボディ１００は、ミラーボックス１２０
を備える。ミラーボックス１２０は、被写体像をＣＭＯＳセンサ１３０（CMOS:Complemen
tary Metal-Oxide Semiconductor）又は接眼レンズ１３６のいずれかに選択的に入射させ
るために、交換レンズ２００に含まれる光学系からの光学的信号の光路を切り換える。ミ
ラーボックス１２０は、可動ミラー１２１ａ、１２１ｂと、ミラー駆動部１２２と、シャ
ッタ１２３ａ及び１２３ｂと、シャッタ駆動部１２４と、焦点板１２５と、プリズム１２
６とを含む構成である。
【００１８】
　可動ミラー１２１ａは、被写体像を光学式ビューファインダへと導くために撮像光学系
の光路内に対して進退自在に配設される。可動ミラー１２１ｂは、可動ミラー１２１ａと
ともに撮像光学系の光路内に対して進退自在に配設される。そして、可動ミラー１２１ｂ
は、交換レンズ２００に含まれる光学系から入力された光学的信号の一部を反射して、Ａ
Ｆセンサ１３２（AF:Auto Focus）に入射させる。
【００１９】
　可動ミラー１２１ａが撮像光学系の光路内に進入しているとき、交換レンズ２００に含
まれる光学系から入力された光学的信号の一部は、焦点板１２５及びプリズム１２６を介
して接眼レンズ１３６に入射される。また、可動ミラー１２１ａで反射された光学的信号
は焦点板１２５で拡散される。そして、この拡散された光学的信号の一部はＡＥセンサ１
３３（AE:Auto Exposure）に入射する。一方、可動ミラー１２１ａ及び１２１ｂが撮像光
学系の光路内から退避しているときは、交換レンズ２００に含まれる光学系から入力され
た光学的信号は、ＣＭＯＳセンサ１３０に入射される。
【００２０】
　ミラー駆動部１２２は、モータ、バネ等の機構部品からなり、マイコン１１０の制御に
基づいて可動ミラー１２１ａ、１２１ｂを駆動する。
【００２１】
　シャッタ１２３ａ及び１２３ｂは、交換レンズ２００からの光学的信号の遮断・通過を
切り換える。シャッタ駆動部１２４は、モータ、バネ等の機構部品からなり、マイコン１
１０の制御により、シャッタ１２３ａ及び１２３ｂを駆動する。なお、ミラー駆動部１２
２に含まれるモータとシャッタ駆動部１２４に含まれるモータとは別のモータであっても
よいし、１つのモータで兼用してもよい。
【００２２】
　カメラボディ１００の背面には液晶モニタ１５０が配置される。液晶モニタ１５０は、
ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像データに基づく画像、またはその画像データに所
定の処理を施した画像データに基づく画像を表示可能である。
【００２３】
　交換レンズ２００に含まれる光学系は、対物レンズ２２０、ズームレンズ２３０、絞り
２４０、像ぶれ補正ユニット２５０、フォーカスレンズ２６０を含む。ＣＰＵ２１０はこ
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れらの光学系を制御する。ＣＰＵ２１０は、カメラボディ１００側のマイコン１１０と制
御信号や光学系に関する情報を送受信可能である。
【００２４】
　　〔１－２．カメラボディの構成〕
　図２は、カメラボディ１００の構成を示すブロック図である。図２に示すように、カメ
ラボディ１００は、様々な部位を有し、それらをマイコン１１０が制御する構成である。
但し、本実施の形態では１つのマイコン１１０がカメラボディ１００全体を制御するとし
て説明するが、複数の制御手段によってカメラボディ１００を制御するよう構成してもよ
い。
【００２５】
　レンズマウント部１３５は、交換レンズ２００を着脱する部材である。レンズマウント
部１３５は、交換レンズ２００と、接続端子等を用いて電気的に接続可能であるとともに
、係止部材等のメカニカルな部材によって機械的にも接続可能である。レンズマウント部
１３５は、交換レンズ２００からの信号をマイコン１１０に出力できるとともに、マイコ
ン１１０からの信号を交換レンズ２００に出力できる。レンズマウント部１３５は、中空
構造となっている。そのため、交換レンズ２００に含まれる光学系から入射される光学的
信号は、レンズマウント部１３５を通過してミラーボックス１２０に到達する。
【００２６】
　ミラーボックス１２０は、レンズマウント部１３５を通過した光学的信号を、内部の状
態に応じてＣＭＯＳセンサ１３０、接眼レンズ１３６、ＡＦセンサ１３２及びＡＥセンサ
１３３に導く。ミラーボックスによる光学的信号の切り替えについては、「１－４　ミラ
ーボックスの状態」の項で説明する。
【００２７】
　ＣＭＯＳセンサ１３０は、ミラーボックス１２０を通って入射された光学的信号を電気
的信号に変換し、画像データを生成する。生成した画像データは、Ａ／Ｄコンバータ１３
１によってアナログ信号からデジタル信号に変換され、マイコン１１０に出力される。な
お、生成した画像データをＣＭＯＳセンサ１３０からＡ／Ｄコンバータ１３１に出力する
経路の途上やＡ／Ｄコンバータ１３１からマイコン１１０に出力する経路の途上で所定の
画像処理を施すようにしてもよい。
【００２８】
　接眼レンズ１３６は、ミラーボックス１２０を通って入射された光学的信号を通す。こ
のとき、ミラーボックス１２０内では、図１に示すように、交換レンズ２００から入射さ
れた光学的信号を可動ミラー１２１ａで反射させ、焦点板１２５に被写体像を形成させる
。そして、プリズム１２６は、この被写体像を反射し、接眼レンズ１３６に出射する。こ
れにより、ユーザは、ミラーボックス１２０からの被写体像を視認できる。ここで、接眼
レンズ１３６は、単数のレンズで構成してもよいし、複数のレンズからなるレンズ群で構
成してもよい。また、接眼レンズ１３６は、固定的にカメラボディ１００に保持するよう
にしてもよく、視度調節等のため移動可能に保持するようにしてもよい。焦点板１２５、
プリズム１２６、接眼レンズ１３６からなる光学式ビューファインダは、４：３のアスペ
クト比を有する構図の画像を表示するのに最適に設定されている。但し、光学式ビューフ
ァインダを他のアスペクト比を有する構図の画像を表示するのに最適に設定していてもよ
い。例えば、１６：９のアスペクト比を有する構図の画像を表示するのに最適なものでも
よく、３：２のアスペクト比を有する構図の画像を表示するのに最適なものでもよい。
【００２９】
　保護材１３８は、ＣＭＯＳセンサ１３０の表面を保護する。保護材１３８をＣＭＯＳセ
ンサ１３０の前面に配置することにより、ＣＭＯＳセンサ１３０の表面にほこり等の異物
が付着するのを防ぐことができる。保護材１３８は、ガラスやプラスチック等の透明材料
で構成できる。
【００３０】
　超音波振動発生器１３４は、マイコン１１０からの信号に応じて起動し、超音波振動を
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発生する。超音波振動発生器１３４で発生した超音波振動は、保護材１３８に伝えられる
。これにより、保護材１３８は振動し、保護材１３８に付着したほこり等の異物を振り落
とすことができる。超音波振動発生器１３４は、例えば、保護材１３８に圧電素子を貼り
付けることにより実現できる。この場合、保護材１３８に貼り付けた圧電素子に交流電流
を通電する等により、圧電素子を振動させることができる。
【００３１】
　ストロボ１３７は、マイコン１１０の指示に従って、発光する。ストロボ１３７は、カ
メラボディ１００に内蔵のものでもよく、着脱タイプのものでもよい。着脱タイプのスト
ロボであれば、カメラボディ１００にはホットシュー等のストロボ取り付け部を設ける必
要がある。
【００３２】
　レリーズ釦１４１は、オートフォーカス動作や測光動作の起動についてユーザからの指
示を受け付けるとともに、ＣＭＯＳセンサ１３０による記録用画像の撮像開始についてユ
ーザからの指示を受け付ける。レリーズ釦１４１は、半押し操作と全押し操作を受け付け
ることができる。オートフォーカスモードにおいてレリーズ釦１４１がユーザにより半押
しされると、マイコン１１０は、ＡＦセンサ１３２からの信号に基づいて、交換レンズ２
００に対してオートフォーカス動作をするように指示する。また、自動露光モードにおい
てレリーズ釦１４１がユーザにより半押し操作されると、マイコン１１０は、ＡＥセンサ
１３３からの信号に基づいて、交換レンズ２００に対して自動露出制御動作をするように
指示する。一方、レリーズ釦１４１がユーザにより全押し操作されると、マイコン１１０
は、ミラーボックス１２０、ＣＭＯＳセンサ１３０等を制御して、記録用画像を撮像する
。そして、マイコン１１０は、撮像した記録用画像について、必要に応じて、ＹＣ変換処
理、解像度変換処理、圧縮処理等を施して記録用の画像データを生成する。マイコン１１
０は、生成した記録用の画像データを、カードスロット１５３を介してメモリカード３０
０に記録する。レリーズ釦１４１が半押し操作に応じる機能及び全押し操作に応じる機能
を有するようにするには、例えば、レリーズ釦１４１に２つのスイッチを内蔵するように
するとよい。この場合、一方のスイッチは半押し操作によってＯＮされ、他方のスイッチ
は全押し操作によってＯＮされるようにする。
【００３３】
　操作部１４０は、ユーザからの各種の指示をマイコン１１０に伝達するための部材であ
る。各種の操作部材を説明するために、カメラボディ１００の背面図を図３に示す。カメ
ラボディ１００の背面には、メニュー釦１４０ａ、十字キー１４０ｂ、セット釦１４０ｃ
、回転ダイアル１４０ｄ、ビューファインダ切替スイッチ１４０ｅ、フォーカスモード切
替スイッチ１４０ｆ、ストロボ起動釦１４０ｈ、ＬＶプレビュー釦１４０ｊ、絞り込み釦
１４０ｋ、ＡＶ釦１４０ｍ、および電源スイッチ１４２を備える。カメラボディ１００の
上面には、手振れ補正モード切替釦１４０ｇ、およびレリーズ釦１４１が配置されている
。
【００３４】
　メニュー釦１４０ａは、液晶モニタ１５０にカメラ１０の設定情報を表示させ、ユーザ
による設定変更を可能にするための釦である。十字キー１４０ｂは、液晶モニタ１５０に
表示された各種設定や項目、画像等を選択するためのキーであり、例えば、カーソル等を
移動させることができる。セット釦１４０ｃは、液晶モニタ１５０に表示された各種設定
や項目、画像等を選択した後、決定するための釦である。回転ダイアル１４０ｄは、十字
キー１４０ｂと同様に、液晶モニタ１５０に表示された各種設定や項目、画像等を選択す
るための操作部材であり、例えば、回転することにより、カーソル等を移動させることが
できる。ビューファインダ切替スイッチ１４０ｅは、撮像した画像を接眼レンズ１３６に
表示させるか、液晶モニタ１５０に表示させるかを選択するためのスイッチである。フォ
ーカスモード切替スイッチ１４０ｆは、フォーカスモードをマニュアルフォーカスモード
とオートフォーカスモードのいずれに設定するかを選択するためのスイッチである。手振
れ補正モード切替釦１４０ｇは、手振れ補正をするかどうか、また手振れ補正の制御モー
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ドはいずれのモードにするかを選択するためのスイッチである。絞り込み釦１４０ｋは、
ライブビューモードにおいて、絞りを調節するための釦である。ＬＶプレビュー釦１４０
ｊは、ライブビューモードにおいて、絞りを調節するとともに液晶モニタ１５０に表示さ
れる画像の一部を拡大表示させるための釦である。ＡＶ釦１４０ｍは、ＯＶＦモードにお
いて、絞りを調節するための釦である。
【００３５】
　図２に戻って、液晶モニタ１５０は、マイコン１１０からの信号を受けて、画像や各種
設定の情報を表示する。液晶モニタ１５０は、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像デ
ータに基づく画像、またはその画像データに所定の処理を施した画像データに基づく画像
を表示可能である。液晶モニタ１５０は、メモリカード３００に保持されている画像デー
タを、必要に応じてマイコン１１０で伸張処理等所定の処理を施した後、その処理によっ
て得られた画像を表示可能である。液晶モニタ１５０は、図３に示すように、カメラボデ
ィ１００の背面に設けられている。液晶モニタ１５０は、カメラボディ１００に対して回
転可能に設けられている。接点１５１は、液晶モニタ１５０の回転を検出する。液晶モニ
タ１５０は、４：３のアスペクト比の構図を有する画像を表示するのに最適である。但し
、液晶モニタ１５０は、マイコン１１０の制御により、他のアスペクト比（例えば、３：
２や１６：９）の構図を有する画像も表示可能である。
【００３６】
　外部端子１５２は、外部装置に画像データや各種設定情報を出力するための端子である
。外部端子１５２は、例えば、ＵＳＢ端子（USB:Universal Serial Bus）やＩＥＥＥ１３
９４規格に準拠したインターフェイスのための端子等である。また、外部端子１５２は、
外部装置からの接続端子が接続されると、その旨をマイコン１１０に伝える。
【００３７】
　電源コントローラ１４６は、電池ボックス１４３に収納された電池４００からの供給電
力をマイコン１１０等カメラ１０内の部材に供給することについて制御する。電源コント
ローラ１４６は、電源スイッチ１４２がＯＮされると、電池４００からの供給電力をカメ
ラ１０内の部材に供給し始める。また、電源コントローラ１４６は、スリープ機能を備え
、カメラ１０が電源ＯＮのまま所定時間操作されない状態が続くと、カメラ１０内の一部
の部材を除いて電源供給するのを停止する。また、電源コントローラ１４６は、電池蓋１
４４の開閉を監視する接点１４５からの信号に基づいて、マイコン１１０に電池蓋１４４
が開いたことを伝達する。電池蓋１４４は、電池ボックス１４３の開口部を開閉する部材
である。電源コントローラ１４６は、図２ではマイコン１１０を通じてカメラ１０内の各
部材に電力を供給する構成としているが、必要に応じて、電源コントローラ１４６から直
接電力を供給する構成としても構わない。
【００３８】
　三脚固定部１４７は、三脚（図示省略）をカメラボディ１００に固定するための部材で
あり、ネジ等で構成される。接点１４８は、三脚が三脚固定部１４７に固定されたかどう
かを監視し、その結果をマイコン１１０に伝える。接点１４８は、スイッチ等で構成可能
である。
【００３９】
　カードスロット１５３は、メモリカード３００を装着するためのコネクタである。カー
ドスロット１５３は、メモリカード３００を装着するメカニカルな構造だけでなく、メモ
リカード３００をコントロールする制御手段及び／又はソフトウェアを含む構成としても
よい。
【００４０】
　バッファ１１１は、マイコン１１０で信号処理を行う際に利用されるメモリである。バ
ッファ１１１に一時的に記憶される信号は、主に画像データであるが、制御信号等を記憶
するようにしてもよい。バッファ１１１は、ＤＲＡＭ（Dynamic Random Access Memory）
、ＳＲＡＭ（Static Random Access Memory）、フラッシュメモリ、強誘電体メモリ等記
憶可能な手段であればよい。また、画像の記憶に特化したメモリであってもよい。また、
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バッファ１１１には、使用者により設定されたアスペクト比も記憶される。マイコン１１
０は、ライブビューモード時には、バッファ１１１に記憶されたアスペクト比になるよう
に画像データを処理して、表示用画像データ及び記録用画像データを生成する。一方、マ
イコン１１０は、ＯＶＦモード時には、バッファ１１１に記憶されたアスペクト比とは関
係なく、光学式ビューファインダのアスペクト比になるように画像データを処理して、表
示用画像データ及び記録用画像データを生成する。
【００４１】
　ＡＦ補助光発光部１５４は、暗い中でオートフォーカス動作をするときの補助光を発光
する部材である。ＡＦ補助光発光部１５４は、マイコン１１０の制御に基づいて発光する
。ＡＦ補助光発光部１５４は、赤色ＬＥＤ等（LED:Light-Emitting Diode）を含む。
【００４２】
　リモコン受信部１５５は、リモートコントローラ（図示省略）からの信号を受信して、
受信した信号をマイコン１１０に伝える受信手段である。リモコン受信部１５５は、典型
的には、リモートコントローラからの赤外光を受光する受光素子を含む。
【００４３】
　　〔１－３．交換レンズの構成〕
　図４は、交換レンズ２００の構成を示すブロック図である。交換レンズ２００は、撮像
光学系を有し、ＣＰＵ２１０によって、撮像光学系等を制御する構成である。
【００４４】
　ＣＰＵ２１０は、ズームモータ２３１、絞りモータ２４１、手振れ補正ユニット２５０
、フォーカスモータ２６１等のアクチュエータの動作を制御することによって撮像光学系
を制御する。ＣＰＵ２１０は、撮像光学系やアクセサリ装着部２７２等の状態を示す情報
を通信端子２７０を介して、カメラボディ１００に送信する。また、ＣＰＵ２１０は、カ
メラボディ１００から制御信号等を受信し、受信した制御信号等に基づいて撮像光学系等
を制御する。
【００４５】
　対物レンズ２２０は、最も被写体側に配置されたレンズである。対物レンズ２２０は、
光軸方向に移動可能としてもよく、固定されたものでもよい。
【００４６】
　ズームレンズ２３０は、対物レンズ２２０よりも像面側に配置される。ズームレンズ２
３０は、光軸方向に移動可能である。ズームレンズ２３０を移動することにより、被写体
像の倍率を変えることができる。ズームレンズ２３０は、ズームモータ２３１で駆動され
る。ズームモータ２３１は、ステッピングモータでもよく、サーボモータでもよく、ズー
ムレンズ２３０を駆動するものであればよい。ＣＰＵ２１０（Central Processing Unit
）は、ズームモータ２３１の状態又は別の部材の状態を監視することにより、ズームレン
ズ２３０の位置を監視する。
【００４７】
　絞り２４０は、ズームレンズ２３０よりも像面側に配置される。絞り２４０は、光軸を
中心とした開口部を有する。その開口部は、絞りモータ２４１及び絞りリング２４２によ
って、変更可能である。絞りモータ２４１は、絞りの開口サイズを変えるための機構と連
動し、この機構を駆動することによって、絞りの開口サイズを変更できる。絞りリング２
４２も同様に、絞りの開口サイズを変えるための機構と連動し、この機構を駆動すること
によって、絞りの開口サイズを変更できる。絞りモータ２４１は、ユーザによってマイコ
ン１１０又はＣＰＵ２１０に電気的な制御信号が与えられ、この制御信号に基づいて駆動
する。これに対して、絞りリング２４２は、ユーザからのメカニカルな操作を受け付け、
この操作を絞り２４０に伝達する。また、絞りリング２４２が操作されたかどうかは、Ｃ
ＰＵ２１０で検出可能である。
【００４８】
　手振れ補正ユニット２５０は、絞り２４０よりも像面側に配置される。手振れ補正ユニ
ット２５０は、手振れ補正のための補正レンズ２５１およびこれを駆動するアクチュエー
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タを含む。手振れ補正ユニット２５０に含まれるアクチュエータは、補正レンズ２５１を
光軸と直交する面内で移動可能である。ジャイロセンサ２５２は、交換レンズ２００の角
速度を計測する。図４では、便宜上ジャイロセンサ２５２として１つのブロックで記載し
ているが、交換レンズ２００は、２つのジャイロセンサ２５２を含む。一方のジャイロセ
ンサは、カメラ１０の鉛直軸を中心とする角速度を計測する。他方のジャイロセンサは、
光軸に垂直なカメラ１０の水平軸を中心とする角速度を計測する。ＣＰＵ２１０は、ジャ
イロセンサ２５２からの角速度情報に基づいて、交換レンズ２００の手振れ方向及び手振
れ量を計測する。そして、ＣＰＵ２１０は、その手振れ量を相殺する方向に補正レンズ２
５１を移動するようアクチュエータを制御する。これにより、交換レンズ２００の撮像光
学系で形成された被写体像は、手振れが補正されたものとなる。
【００４９】
　フォーカスレンズ２６０は、最も像面側に配置される。フォーカスモータ２６１は、フ
ォーカスレンズ２６０を光軸方向に駆動する。これにより、被写体像のフォーカスを調整
できる。
【００５０】
　アクセサリ装着部２７２は、交換レンズ２００の先端に遮光フード等のアクセサリを装
着する部材である。アクセサリ装着部２７２は、ネジやバヨネット等のメカニカルな機構
で構成される。また、アクセサリ装着部２７２は、アクセサリが装着されたかどうかを検
出するための検出器を含む。そして、アクセサリ装着部２７２は、アクセサリが装着され
ると、ＣＰＵ２１０にその旨を伝える。
【００５１】
　　〔１－４．ミラーボックスの状態〕
　各動作状態におけるミラーボックス１２０内部の状態を、図１、図５及び図６を参照し
て説明する。
【００５２】
　図１は、光学式ビューファインダを用いて被写体像を観察するモードにおけるミラーボ
ックス１２０内部の状態を示す模式図である。本明細書では便宜上、この状態を状態Ａと
いう。この状態Ａでは、可動ミラー１２１ａ、１２１ｂは、交換レンズ２００から入射さ
れた光学的信号の光路内に進入する。そのため、交換レンズ２００からの光学的信号は、
可動ミラー１２１ａで、一部が反射し、残りの光学的信号は透過する。反射した光学的信
号は、焦点板１２５、プリズム１２６、および接眼レンズ１３６を通過してユーザの目に
届く。また、可動ミラー１２１ａで反射された光学的信号は焦点板１２５で反射し、その
一部がＡＥセンサ１３３に入射する。一方、可動ミラー１２１ａを透過した光学的信号の
一部は、可動ミラー１２１ｂで反射され、ＡＦセンサ１３２に届く。また、この状態Ａで
は、第１シャッタ１２３ａが閉じられている。そのため、交換レンズ２００からの光学的
信号はＣＭＯＳセンサ１３０まで届かない。従って、状態Ａでは、光学式ビューファイン
ダを用いて被写体像を観察すること、ＡＦセンサ１３２を用いてオートフォーカス動作を
すること及びＡＥセンサ１３３を用いて測光動作をすることは可能であるが、液晶モニタ
１５０を用いて被写体像を観察すること、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成した画像データを
記録すること、及びＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像データのコントラストを用い
てオートフォーカス動作をすることはできない。
【００５３】
　図５は、被写体像をＣＭＯＳセンサ１３０に入力するモードにおけるミラーボックス１
２０内部の状態を示す模式図である。本明細書では便宜上、この状態を状態Ｂという。こ
の状態Ｂでは、可動ミラー１２１ａ、１２１ｂは、交換レンズ２００から入射された光学
的信号の光路内から退避する。そのため、交換レンズ２００からの光学的信号は、焦点板
１２５、プリズム１２６、接眼レンズ１３６を通過してユーザの目に届くことはなく、Ａ
Ｆセンサ１３２及びＡＥセンサ１３３に届くこともない。また、この状態Ｂでは、第１シ
ャッタ１２３ａ及び第２シャッタ１２３ｂが開いている。そのため、交換レンズ２００か
らの光学的信号はＣＭＯＳセンサ１３０まで届く。従って、状態Ｂでは、状態Ａとは反対
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に、液晶モニタ１５０を用いて被写体像を観察すること、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成し
た画像データを記録すること、及びＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像データのコン
トラストを用いてオートフォーカス動作をすることは可能であるが、光学式ビューファイ
ンダを用いて被写体像を観察すること、ＡＦセンサ１３２を用いてオートフォーカス動作
をすること及びＡＥセンサ１３３を用いて測光動作をすることはできない。なお、可動ミ
ラー１２１ａ、１２１ｂ及び第１シャッタ１２３ａは、バネ等の付勢手段により、状態Ａ
から状態Ｂに移行する方向に付勢されている。そのため、状態Ａから状態Ｂへは瞬時に移
行できるので、露光を開始するのに好適である。
【００５４】
　図６は、ＣＭＯＳセンサ１３０への被写体像の露光を終了した直後におけるミラーボッ
クス１２０内部の状態を示す模式図である。本明細書では便宜上、この状態を状態Ｃとい
う。この状態Ｃでは、可動ミラー１２１ａ、１２１ｂは、交換レンズ２００から入射され
た光学的信号の光路内から退避する。そのため、交換レンズ２００からの光学的信号は、
焦点板１２５、プリズム１２６、接眼レンズ１３６を通過してユーザの目に届くことはな
く、ＡＦセンサ１３２及びＡＥセンサ１３３に届くこともない。また、この状態Ｃでは、
第１シャッタ１２３ａが開いている一方、第２シャッタ１２３ｂが閉じている。そのため
、交換レンズ２００からの光学的信号はＣＭＯＳセンサ１３０まで届かない。従って、状
態Ｃでは、液晶モニタ１５０を用いて被写体像を観察すること、ＣＭＯＳセンサ１３０で
生成した画像データを記録すること、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像データのコ
ントラストを用いてオートフォーカス動作をすること、光学式ビューファインダを用いて
被写体像を観察すること、ＡＦセンサ１３２を用いてオートフォーカス動作すること、及
びＡＥセンサ１３３を用いて測光動作をすることは、いずれもできない。第２シャッタ１
２３ｂは、閉じる方向に付勢されているので、瞬時に状態Ｂから状態Ｃに移行させること
ができる。そのため、状態Ｃは、ＣＭＯＳセンサ１３０の露光を終了させるのに好適な状
態である。
【００５５】
　以上のように、状態Ａから状態Ｂへは直接移行できる。これに対して、状態Ｂから状態
Ａへは、ミラーボックス１２０の機構の制約上、状態Ｃを介さなければ移行できない。但
し、これは、ミラーボックス１２０の機構からくるテクニカルな問題なので、状態Ｃを介
さずに、状態Ｂから状態Ａに直接移行できる機構を採用することとしてもよい。
【００５６】
　　〔１－５．本実施の形態の構成と本発明の構成との対応〕
　焦点板１２５、プリズム１２６及び接眼レンズ１３６を含む構成は、本発明の光学式ビ
ューファインダの一例である。対物レンズ２２０、ズームレンズ２３０、補正レンズ２５
１及びフォーカスレンズ２６０を含む光学系は、本発明の撮像光学系の一例である。可動
ミラー１２１ａ、１２１ｂは、本発明の可動ミラーの一例である。ＣＭＯＳセンサ１３０
は本発明の撮像素子の一例である。液晶モニタ１５０は本発明の表示手段の一例である。
マイコン１１０は本発明の制御手段の一例である。この場合、制御手段としてマイコン１
１０の他にＣＰＵ２１０を含んでもよい。バッファ１１１は本発明の記憶手段の一例であ
る。メニュー釦１４０ａ、十字キー１４０ｂ、セット釦１４０ｃなどの操作手段は本発明
のアスペクト比受付手段の一例である。マイコン１１０及びカードスロット１５３からな
る構成は本発明の記録手段の一例である。メモリカード３００は本発明の記録媒体の一例
である。
【００５７】
　　〔２．デジタルカメラの動作〕
　以上のように構成された本発明の実施の形態１にかかるカメラ１０の動作を、以下図７
～図１４を参照して説明する。
【００５８】
　　〔２－１．リアルタイム画像の表示動作〕
　交換レンズ２００によって形成される被写体像をリアルタイムに観察するための表示動
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作について説明する。この表示動作として、２つの動作が設定されている。１つ目は、光
学式ビューファインダを用いた動作であり、２つ目は、液晶モニタ１５０を用いた動作で
ある。これらの動作を以下それぞれ詳細に説明する。
【００５９】
　なお、本明細書においては、リアルタイムに被写体像を液晶モニタ１５０に表示させる
機能及び表示をライブビューという。また、そのようにライブビュー動作をさせるときの
マイコン１１０の制御モードをライブビューモードという。
【００６０】
　ライブビューは、リアルタイムに被写体像を液晶モニタ１５０に表示させるものであれ
ばよく、液晶モニタ１５０に表示させている画像データを、同時にメモリカード３００等
の記憶手段に記憶させても記憶させなくてもよい。
【００６１】
　また、ライブビューを表示しているときは、交換レンズ２００からの光学的信号をＣＭ
ＯＳセンサ１３０に到達させる必要があるため、ミラーボックス１２０の内部は図５に示
す状態Ｂとする必要がある。しかし、マイコン１１０がライブビューモードに設定されて
いても、撮像動作やオートフォーカス動作、自動露光制御動作等の各状態に応じて、ミラ
ーボックス１２０の内部を状態Ｂの他に状態Ａや状態Ｃにする必要があり、液晶モニタ１
５０がライブビューを表示できない期間も生じる。
【００６２】
　また、ライブビューは、上述したように、リアルタイムに被写体像を液晶モニタ１５０
に表示させることであるが、リアルタイムとは厳密な意味を有するのではなく、使用者が
常識的にリアルタイムと感じられれば、実際の被写体の動作とは多少の時間遅れがあって
もよい。液晶モニタ１５０は、通常は０．１秒程度の時間遅れでライブビュー表示をする
と考えられるが（この時間はカメラ１０のハード等に依存して多少長くなったり短くなっ
たりする）、１秒から５秒程度遅れる場合もリアルタイムでの被写体像表示として、ライ
ブビュー表示の概念に含めてよい。
【００６３】
　　〔２－１－１．光学式ビューファインダ使用時の動作〕
　ユーザは、図３に示すビューファインダ切替スイッチ１４０ｅをスライドすることによ
って、ライブビューモードと光学式ビューファインダモード（以下、便宜上ＯＶＦモード
という）とを切り替えることができる。
【００６４】
　ユーザがビューファインダ切替スイッチ１４０ｅをＯＶＦモード側にスライドさせると
、マイコン１１０はＯＶＦモードに設定される。すると、マイコン１１０は、ミラー駆動
部１２２及びシャッタ駆動部１２４を制御して、ミラーボックス１２０の内部を図１に示
す状態Ａにする。これにより、接眼レンズ１３６を通して、ユーザは被写体像をリアルタ
イムで観察できる。また、この状態Ａでは、上述したように、ＡＦセンサ１３２を用いた
オートフォーカス動作、及びＡＥセンサ１３３を用いた測光動作が可能である。
【００６５】
　ＯＶＦモード時には、光学式ビューファインダは、図７に示すように、光学式ビューフ
ァインダのアスペクト比である４：３の画像のみを表示可能である。また、後述するよう
に、ＯＶＦモード時には、記録用画像データのアスペクト比は４：３に強制的に設定され
る。これにより、構図を決めるときの画像のアスペクト比と記録される画像のアスペクト
比とを一致させることができるので、光学式ビューファインダに余分な機構を設けること
なく、使用者の意図に合った画像を記録することができる。
【００６６】
　　〔２－１－２．液晶モニタ使用時の動作〕
　ＯＶＦモードからユーザがビューファインダ切替スイッチ１４０ｅをライブビューモー
ド側にスライドさせると、マイコン１１０はライブビューモードに設定される。すると、
マイコン１１０は、ミラー駆動部１２２及びシャッタ駆動部１２４を制御して、ミラーボ
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ックス１２０の内部を図５に示す状態Ｂにする。これにより、液晶モニタ１５０を用いて
、ユーザは被写体像をリアルタイムで観察できる。
【００６７】
　リアルタイム観察時には、ミラーボックス１２０を通過してＣＭＯＳセンサ１３０に入
射した被写体像は画像データに変換される。その画像データは、Ａ／Ｄコンバータ１３１
を介してマイコン１１０に入力され、マイコン１１０で所定の処理が施される。
【００６８】
　この際、マイコン１１０は、画像データのアスペクト比がバッファ１１１に記憶されて
いるアスペクト比になるように、画像データを処理する。このようにして処理された画像
データは、図８に示すように、液晶モニタ１５０に表示される。すなわち、アスペクト比
が４：３に設定されているときは、図８Ａに示すようにアスペクト比４：３の画像を表示
し、アスペクト比が３：２に設定されているときは、図８Ｂに示すようにアスペクト比３
：２の画像を表示し、アスペクト比が１６：９に設定されているときは、図８Ｃに示すよ
うにアスペクト比１６：９の画像を表示する。
【００６９】
　また、ライブビューモードで画像データを記録するときは、マイコン１１０は、画像デ
ータのアスペクト比がバッファ１１１に記憶されているアスペクト比になるように、画像
データを処理する。そして、その画像データをメモリカード３００が記憶する。すなわち
、メモリカード３００は、アスペクト比が４：３に設定されているときは、図８Ａに示す
ようにアスペクト比４：３の画像を記憶し、アスペクト比が３：２に設定されているとき
は、図８Ｂに示すようにアスペクト比３：２の画像を記憶し、アスペクト比が１６：９に
設定されているときは、図８Ｃに示すようにアスペクト比１６：９の画像を記憶する。
【００７０】
　これにより、ライブビューモードにおいても、構図を決めるときの画像のアスペクト比
と記録される画像のアスペクト比とを一致させることができるので、使用者の意図に合っ
た画像を記録することができる。さらに、ライブビューモードにおいては、複数のアスペ
クト比の中からいずれかを選択して、そのアスペクト比に対応する画像を記録可能である
。
【００７１】
　　〔２－２．アスペクト比の設定方法〕
　記録用画像のアスペクト比を設定する動作について、図９～図１１を参照して説明する
。図９は、記録用画像のアスペクト比を設定する動作を説明するためのフローチャートで
ある。図１０は、ライブビューモードでのメニュー画面を示す模式図である。図１１は、
ＯＶＦモードでのメニュー画面を示す模式図である。
【００７２】
　図９において、使用者がメニュー釦１４０ａを押下すると（Ｓ９０１のＹｅｓのとき）
、マイコン１１０は、現在設定されているモードがライブビューモードかＯＶＦモードか
を判定する（Ｓ９０２）。
【００７３】
　その結果、ライブビューモードのときは、マイコン１１０は、バッファ１１１からアス
ペクト比として設定されている値を読み出す（Ｓ９０３）。ここでは、アスペクト比とし
て設定されている値を「３：２」とする。そして、マイコン１１０は、バッファ１１１か
らその他のメニュー表示に必要なデータを読み出して、図１０Ａに示すメニュー画面を液
晶モニタ１５０に表示する。図１０Ａに示すように、マイコン１１０は、バッファ１１１
から読み出した「３：２」という値をメニュー画面に表示する（Ｓ９０４）。このアスペ
クト比の設定値は使用者の操作により変更可能である。具体的には、液晶モニタ１５０が
図１０Ａに示すメニュー画面を表示している状態において、使用者が十字キー１４０ｂの
上下釦を押下すると、メニュー画面に表示されたカーソルを上下に移動でき、そのカーソ
ルを「アスペクト比」という項目に合わせることができる。カーソルを「アスペクト比」
に合わせると、図１０Ｂに示すようにメニュー画面が変化し、アスペクト比として設定可
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能な値が全て表示される。このアスペクト比の中から操作者が希望するアスペクト比にカ
ーソルを合わせて、セット釦１４０ｃを押下する。すると、アスペクト比は、操作者が希
望するアスペクト比に設定され、その値がバッファ１１１に上書きされる。
【００７４】
　一方、ＯＶＦモードのときは、マイコン１１０は、図１１に示すメニュー画面を液晶モ
ニタ１５０に表示する（Ｓ９０５）。このメニュー画面では、「アスペクト比」という項
目は初めから表示されず、「アスペクト比」の設定値を変更することはできない。
【００７５】
　このように、バッファ１１１内に記憶されたアスペクト比に関する情報は、ライブビュ
ーモードにおいてのみ変更可能である。そして、後述するように、ライブビューモードに
おいてはバッファ１１１内に記憶するアスペクト比に応じて記録用画像データを生成し、
ＯＶＦモードにおいてはバッファ１１１内に記憶するアスペクト比とは関係なく光学式ビ
ューファインダのアスペクト比になるよう記録用画像データを生成する。これにより、ラ
イブビューモードからビューファインダモードに移行したとき、使用者が設定したアスペ
クト比の画像データを記録可能な状態から光学式ビューファインダのアスペクト比の画像
データを記録可能な状態へと自動的に切り替えることができる。さらに、ビューファイン
ダモードからライブビューモードに移行したとき、光学式ビューファインダのアスペクト
比の画像データを記録可能な状態からライブビューモードからビューファインダモードに
移行する前に使用者が受け付けたアスペクト比の画像データを記録可能な状態へと自動的
に切り替えることができる。
【００７６】
　　〔２－３．記録用画像の撮像動作〕
　次に、記録用画像の撮像動作について、図１２から図１４を参照して説明する。記録用
画像の撮像動作において、フォーカスの方式は、マニュアルフォーカス方式、シングルフ
ォーカス方式、およびコンティニュアスフォーカス方式などがあるが、ここでは、マニュ
アルフォーカス方式を例示する。但し、他のフォーカス方式でも本発明は適用可能である
。
【００７７】
　マニュアルフォーカス方式は、ユーザによるフォーカスリング２６２の操作に応じてフ
ォーカスを変更する方式であり、ユーザの好み通りにフォーカスを設定できる。その反面
、マニュアルフォーカス方式では、ユーザが慣れていないとフォーカス合わせに手間取っ
てしまうという問題がある。以下、図１２及び図１４を参照して、光学式ビューファイン
ダを用いて撮像する場合と、液晶モニタ１５０を用いて撮像する場合とに分けて説明する
。
【００７８】
　　〔２－３－１　光学式ビューファインダを用いた撮像動作〕
　図１２は、マニュアルフォーカスモードにおいて、光学式ビューファインダを用いた撮
像の際の動作を説明するためのフローチャートである。
【００７９】
　ＯＶＦモードでの撮像の場合、ミラーボックス１２０の内部は、図１に示す状態Ａとな
っている。ユーザは、撮像前に、接眼レンズ１３６を通して被写体像を確認しながら、フ
ォーカスや構図を合わせる。このとき光学式ビューファインダに表示される被写体像のア
スペクト比は４：３である。ユーザは、フォーカスを合わせるために、フォーカスリング
２６２を操作する（Ｓ１２０１）。これと並行して、マイコン１１０は、レリーズ釦１４
１が全押し操作されたかどうかを監視する（Ｓ１２０２）。
【００８０】
　マイコン１１０は、レリーズ釦１４１が全押し操作されたことを検知した場合、ミラー
駆動部１２２及びシャッタ駆動部１２４を制御して、ミラーボックス１２０の内部を状態
Ａから状態Ｂに移行させる（Ｓ１２０３）。この状態で、マイコン１１０は、ＣＭＯＳセ
ンサ１３０に交換レンズ２００からの光学的信号を露光し、記録用の記録用画像を撮像さ
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せる（Ｓ１２０４）。そして、マイコン１１０は、シャッタスピードに対応する時間が経
過すると、第２シャッタ１２３ｂを閉じるようシャッタ駆動部１２４を制御し、露光を終
了させる（状態Ｃ）。その後、マイコン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を状態Ａ
に戻す（Ｓ１２０５）。
【００８１】
　マイコン１１０は、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像データを受けて、バッファ
１１１に一時的に保存する。このとき保存された画像データは、例えば、ＲＧＢ成分から
なる画像データである。マイコン１１０は、バッファ１１１に保存された画像データにＹ
Ｃ変換処理、リサイズ処理、圧縮処理等の所定の画像処理を施して、記録用の画像データ
を生成する（Ｓ１２０６）。このときの記録用の画像データは、バッファ１１１に記憶さ
れているアスペクト比とは関係なく、４：３のアスペクト比を有する画像データとなるよ
うに処理される。マイコン１１０は、最終的には、例えば、Ｅｘｉｆ規格（EXIF:Exchang
eable image file format）に準拠した画像ファイルを生成する。マイコン１１０は、生
成した画像ファイルを、カードスロット１５３を介して、メモリカード３００に記憶させ
る。
【００８２】
　ここで、マイコン１１０が最終的に作成する画像ファイルについて説明する。図１３は
、その画像ファイルの構造を示す模式図である。画像ファイルは、ヘッダ部Ｄ１と画像デ
ータ部Ｄ２とを含む。画像データ部Ｄ２には、記録用の画像データが格納される。ヘッダ
部Ｄ１は、各種情報格納部Ｄ１１とサムネイル画像Ｄ１２とを含む。各種情報格納部Ｄ１
１は、露出条件やホワイトバランス条件、撮像日時等の撮像条件をはじめとする各種の情
報が格納される複数の格納部を備える。それらの格納部の一つに、ファインダモード情報
格納部Ｄ１１１がある。ファインダモード格納部Ｄ１１１は、「ＬＶ」か「ＯＶＦ」のい
ずれかを情報として格納する。マイコン１１０は、ライブビューモードが設定されている
場合に撮像動作を行うと、その結果生成される画像ファイルのファインダモード情報格納
部Ｄ１１１には「ＬＶ」を格納する。これに対して、マイコン１１０は、ＯＶＦモードが
設定されている場合に撮像動作を行うと、その結果生成される画像ファイルのファインダ
モード情報格納部Ｄ１１１には「ＯＶＦ」を格納する。これにより、生成された画像ファ
イルのヘッダ部Ｄ１を解析することにより、その画像ファイルに含まれる画像データがラ
イブビューモードで生成されたものなのか、ＯＶＦモードで生成されたものなのかを容易
に把握できる。これを利用して、ユーザは、自らの撮像画像の出来映えとファインダモー
ドとの関係を把握することができる。これによって、写真撮影技術の向上等に役立てるこ
とができる。
【００８３】
　また、ヘッダ部Ｄ１は、画像データの横方向の画素数と縦方向の画素数とを格納する。
これにより、ヘッダ部Ｄ１を解析することにより、その画像データのアスペクト比を容易
に把握することができる。また、画素数と併せて、又は画素数に替えて、アスペクト比を
示す情報を格納するようにしてもよい。これにより、より直接的に又は容易に画像データ
のアスペクト比を把握することができる。
【００８４】
　　〔２－３－２．液晶モニタを用いた撮像動作〕
　図１４は、マニュアルフォーカスモードにおいて、液晶モニタ１５０を用いた撮像の際
の動作を説明するためのフローチャートである。
【００８５】
　ライブビューモードでの撮像の場合、ミラーボックス１２０の内部は、図５に示す状態
Ｂとなっている。ユーザは、撮像前に、液晶モニタ１５０により被写体像を確認しながら
、フォーカスや構図を合わせる。このとき、マイコン１１０は、バッファ１１１に設定さ
れているアスペクト比になるように、Ａ／Ｄコンバータ１３１から受信した画像データを
処理して、液晶モニタ１５０に表示する。ユーザは、フォーカスを合わせるために、フォ
ーカスリング２６２を操作する（Ｓ１４０１）。これと並行して、マイコン１１０は、レ
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リーズ釦１４１が全押し操作されたかどうかを監視する（Ｓ１４０２）。
【００８６】
　マイコン１１０は、レリーズ釦１４１が全押し操作されたことを検知した場合、ミラー
駆動部１２２及びシャッタ駆動部１２４を制御して、ミラーボックス１２０の内部を状態
Ｂから状態Ｃを経て状態Ａに移行させる（Ｓ１４０３）。このようにミラーボックス１２
０の内部を一旦状態Ａにするのは、ＣＭＯＳセンサ１３０に入射される光学的信号を一旦
シャッタ１２３ａ及び１２３ｂにより遮断して、ＣＭＯＳセンサ１３０に露光開始の準備
をさせるためである。露光開始の準備としては、各画素における不要な電荷の除去等が挙
げられる。
【００８７】
　その後のステップＳ１４０４～ステップＳ１４０６に示す動作は、上述のステップＳ１
２０３～ステップＳ１２０５に示す動作と同様であるため、説明を省略する。
【００８８】
　露光が終了して、ミラーボックス１２０の内部が状態Ａになると（Ｓ１４０６）、マイ
コン１１０は、ミラーボックス１２０の内部を再び状態Ｂに戻して、ライブビュー表示を
再開させる（Ｓ１４０７）。これと並行して、マイコン１１０は、ＣＭＯＳセンサ１３０
で生成された画像データを受けて、バッファ１１１に一時的に保存する。このとき保存さ
れた画像データは、例えば、ＲＧＢ成分からなる画像データである。マイコン１１０は、
バッファ１１１に保存された画像データにＹＣ変換処理、リサイズ処理、圧縮処理等の所
定の画像処理を施して、記録用の画像データを生成する（Ｓ１４０８）。このときの記録
用の画像データは、バッファ１１１に記憶されているアスペクト比の画像データになるよ
うに処理される。マイコン１１０は、最終的には、例えば、Ｅｘｉｆ規格に準拠した画像
ファイルを生成する。マイコン１１０は、生成した画像ファイルを、カードスロット１５
３を介して、メモリカード３００に記憶させる（１４０９）。
【００８９】
　　〔３．まとめ〕
　本発明の実施の形態にかかるデジタルカメラ１０は、被写体像を光学式ビューファイン
ダへと導くために撮像光学系の光路内に対して進退自在に配設される可動ミラー１２１ａ
、１２１ｂを有するデジタルカメラである。デジタルカメラ１０は、ＣＭＯＳセンサ１３
０と、液晶モニタ１５０と、マイコン１１０と、操作部１４０と、カードスロット１５３
とを備える。ＣＭＯＳセンサ１３０は、撮像光学系で形成された被写体像を撮像して画像
データを生成する。液晶モニタ１５０は、生成された画像データに基づく画像、又はその
画像データに所定の処理を施した画像データに基づく画像を表示する。マイコン１１０は
、生成された画像データ又はその画像データに所定の処理を施した画像データをリアルタ
イムで動画像として液晶モニタ１５０に表示するよう制御するライブビューモードと可動
ミラー１２１ａ、１２１ｂが被写体像を光学式ビューファインダへと導くよう制御するビ
ューファインダモードとを有する。操作部１４０は、画像のアスペクト比について指示を
受け付ける。マイコン１１０及びカードスロット１５３からなる記録手段は、ライブビュ
ーモード時には、操作部１４０で受け付けたアスペクト比になるように、ＣＭＯＳセンサ
１３０で生成された画像データに所定の処理を施し、その画像データをメモリカード３０
０に記録する一方、ビューファインダモード時には、光学式ビューファインダのアスペク
ト比になるように、ＣＭＯＳセンサ１３０で生成された画像データに所定の処理を施し、
その画像データをメモリカード３００に記録する。
【００９０】
　これにより、ライブビューモード時には、複数のアスペクト比の中から使用者が希望す
るアスペクト比で画像を記録可能である。これは、画像処理技術を用いて記録用画像のア
スペクト比を変更しているため、特別な機構を要することなく実現できる。一方、ビュー
ファインダモード時には、光学式ビューファインダのアスペクト比の画像のみを記録する
ようにしたため、光学式ビューファインダに表示される画像のアスペクト比と記録用の画
像のアスペクト比とを容易に一致させることができる。このため、簡単な機構を用いて、
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使用者の意図にあった構図で画像を記録可能である。
【００９１】
　したがって、本実施の形態によれば、簡単な機構を用いて、使用者の意図にあった構図
で画像を記録可能であって、かつ、複数のアスペクト比の中から使用者が希望するアスペ
クト比で画像を記録可能なデジタルカメラを提供できる。
【００９２】
　また、本実施の形態では、ビューファインダモード時には、アスペクト比を変更するた
めの「画像アスペクト」という項目が表示されない。そのため、操作部１４０は、ビュー
ファインダモード時には、画像のアスペクト比についての指示を受け付けない。これによ
り、ＯＶＦモード時にアスペクト比を変更できないことを使用者に容易に認識させること
ができる。また、ＯＶＦモード時に、ライブビューモード時におけるアスペクト比の設定
値を変更することがないので、ライブビューに戻った際に前回の設定で画像データを記録
することができる。
【００９３】
　また、本実施の形態では、マイコン１１０及びカードスロット１５３からなる記録手段
は、ライブビューモードからビューファインダモードに移行したとき、操作部１４０で受
け付けたアスペクト比の画像データを記録可能な状態から光学式ビューファインダのアス
ペクト比の画像データを記録可能な状態へと切り替わる。これにより、使用者が意識しな
いでも、表示用画像と記録用画像のアスペクト比を自動的に一致させることができる。
【００９４】
　また、本実施の形態では、マイコン１１０及びカードスロット１５３からなる記録手段
は、ビューファインダモードからライブビューモードに移行したとき、光学式ビューファ
インダのアスペクト比の画像データを記録可能な状態からライブビューモードからビュー
ファインダモードに移行する前に操作部１４０で受け付けたアスペクト比の画像データを
記録可能な状態へと切り替わる。これにより、ＯＶＦモードからライブビューモードに復
帰した場合に、ライブビューモードで設定したアスペクト比を維持できるので、使用者が
意図しないアスペクト比に勝手に切り替わっているということを防ぐことができる。
【００９５】
　なお、本実施の形態では、ビューファインダモード時には、アスペクト比を変更するた
めの「画像アスペクト」という項目が表示されないようにしたが、これには限らない。例
えば、ビューファインダモード時にも「画像アスペクト」という項目を表示しておき、そ
こに表示されているアスペクト比の設定値を変更できないようにしてもよい。要するに、
操作部１４０が、ビューファインダモード時には、画像のアスペクト比についての指示を
受け付けないようにすればよい。
【産業上の利用可能性】
【００９６】
　本発明は、可動ミラーを含むとともに被写体像を電子ビューファインダで観察できるデ
ジタルカメラに適用可能である。例えば、デジタル一眼レフカメラ等に適用可能である。
また、静止画撮像用のカメラのみならず動画撮像可能なカメラにも適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００９７】
【図１】本発明の実施の形態にかかるカメラの概要を説明するための模式図
【図２】本発明の実施の形態にかかるカメラボディの構成を示すブロック図
【図３】本発明の実施の形態にかかるカメラボディの背面図
【図４】本発明の実施の形態にかかる交換レンズの構成を示すブロック図
【図５】本発明の実施の形態にかかるカメラのミラーボックスの内部が状態Ｂのときの模
式図
【図６】本発明の実施の形態にかかるカメラのミラーボックスの内部が状態Ｃのときの模
式図
【図７】ＯＶＦモードにおける表示画像の一例を示す模式図
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【図８Ａ】ライブビューモードにおける表示画像の一例を示す模式図
【図８Ｂ】ライブビューモードにおける表示画像の一例を示す模式図
【図８Ｃ】ライブビューモードにおける表示画像の一例を示す模式図
【図９】アスペクト比の設定動作を説明するためのフローチャート
【図１０】ライブビューモードにおけるメニュー画面の一例を示す模式図
【図１１】ＯＶＦモードにおけるメニュー画面の一例を示す模式図
【図１２】マニュアルフォーカスモードにおいて、光学式ビューファインダを用いた撮像
の際の動作を説明するためのフローチャート
【図１３】記録用画像を格納する画像ファイルの構造を示す模式図
【図１４】マニュアルフォーカスモードにおいて、液晶モニタ１５０を用いた撮像の際の
動作を説明するためのフローチャート
【符号の説明】
【００９８】
　１１０　マイコン
　１３０　ＣＭＯＳセンサ
　１４０ａ　メニュー釦
　１４０ｂ　十字キー
　１４０ｃ　セット釦
　１５０　液晶モニタ
　１５３　カードスロット
　３００　メモリカード

【図１】 【図２】
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